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【昨日の市況概要】 公示仲値 108.11

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 108.00 1.1233 121.37 1.2382 0.6900
SYD-NY High 108.16 1.1275 121.44 1.2490 0.6944
SYD-NY Low 107.36 1.1185 120.30 1.2360 0.6878
NY 5:00 PM 107.46 1.1252 120.95 1.2476 0.6915

NY DOW 25,734.97 ▲ 77.91 日本2年債 -0.140 1.00bp        
NASDAQ 10,154.63 95.86 日本10年債 0.040 2.00bp        

S&P 3,115.86 15.57 米国2年債 0.163 0.99bp        
日経平均 22,121.73 ▲ 166.41 米国5年債 0.311 2.38bp        
TOPIX 1,538.61 ▲ 20.16 米国10年債 0.675 1.81bp        

ｼｶｺﾞ日経先物 22,240.00 ▲ 100.00 独10年債 -0.3995 5.60bp        
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 6,157.96 ▲ 11.78 英10年債 0.2060 3.60bp        

DAX 12,260.57 ▲ 50.36 豪10年債 0.9320 4.40bp        
ﾊﾝｾﾝ指数 休場 休場 USDJPY 1M Vol 5.68 ▲0.13%
上海総合 3,025.98 41.31 USDJPY 3M Vol 6.23 ▲0.10% 　

NY金 1,779.90 ▲ 20.60 USDJPY 6M Vol 7.28 ▲0.10%
WTI 39.82 0.55 USDJPY 1M 25RR -0.65 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 139.14 1.17 EURJPY 3M Vol 7.87 ▲0.16%
ドルインデックス 97.20 ▲ 0.20 EURJPY 6M Vol 8.40 ▲0.11%
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

7月1日 21:15 米 ADP雇用統計 6月 2369k 2900k
22:45 米 ﾏｰｸｲｯﾄ製造業PMI・確報 6月 49.8 49.6
23:00 米 ISM製造業景況指数 6月 52.6 49.8
23:00 米 建設支出(前月比) 5月 -2.1% 1.0%

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回
7月2日 21:30 米 非農業部門雇用者数変化 6月 3058k 2509k

21:30 米 失業率 6月 12.5% 13.3%
21:30 米 平均時給(前月比/前年比) 6月 -0.7%/5.3% -1%/6.7%
21:30 米 新規失業保険申請件数 27-Jun 1350k 1480k
21:30 米 貿易収支 5月 -$53.2b -$49.4b

【マーケット・インプレッション】 雇用統計を前に

　

■今週のドル/円　見通し当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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NOK GBP NZD AUD DKK CHF EUR SEK USD CAD

田中 竹内 筒井 加藤 関 牛島 山岸 田坂 尾身 上野
ベア ベア ブル ブル ベア ブル ベア ベア ブル ベア
山口 小野崎 玉井 原田 大庭 高村 松本 逸見 大谷 小林 ブル ベア
ベア ブル ベア ベア ブル ベア ベア ベア ベア ベア 6 14
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ﾆｭｰﾖｰｸ時間のﾄﾞﾙ円は107.46ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。朝方は米6月ADP雇用統計が予想を上回り、5月分も276万人減少から
306.5万人増へ大きく上方修正されたが、5月の米非農業部門雇用者数変化も大幅にﾌﾟﾗｽになっていたことから、ﾄﾞﾙ円の
反応は限定的となった。その後米独の企業で共同開発しているﾜｸﾁﾝに有効性が認められるとの報道受け、ﾘｽｸ志向から
円売り、ﾄﾞﾙ売りが強まる中、10時に発表の米6月ISM製造業景況指数が52.6と景気の分岐とされる50を上回り、予想も上
回ったことから107.60まで上昇するが、ﾘｽｸ志向のﾄﾞﾙ売りに107.38まで下落する。その後は午後発表の米FOMC議事録
発表を控え、狭いﾚﾝｼﾞでの推移が続く。FOMC議事録では、ｲｰﾙﾄﾞｶｰﾌﾞｷｬｯﾌﾟまたはﾀー ｹﾞｯﾄ(YCT)の導入に対して慎重な
見方が示されたが、特段のｻﾌﾟﾗｲｽﾞはなかったことからﾄﾞﾙ円の反応は限定的となり、その後も狭いﾚﾝｼﾞでの推移が続き、
107.46ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。一方、ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1204ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。朝方はﾗｶﾞﾙﾄﾞECB総裁の「最悪期は過ぎたが困難はこれ
から」との発言が伝わったものの、前述のﾜｸﾁﾝに対する期待や、米ISM製造業景況指数結果を受け、ﾕｰﾛが買い戻される
展開に、ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1275まで戻す。午後はFOMC議事録を受けたﾕｰﾛの反応は限定的となり、明日の米雇用統計発表を
控え、やや反落し、1.1252ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。

東
京

東京時間のﾄﾞﾙ円は108.00ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。朝方に108.16と3週間ぶりの高値を付けたが、実需や投機筋の売りに押されて
108円台定着ならず。その後は目立った材料もなく107円台半ばで推移し、107.69ﾚﾍﾞﾙで海外に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ時間のﾄﾞﾙ円は､107.69ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝし､ｱｼﾞｱ時間の流れを引き続きﾄﾞﾙ売りが先行｡一本調子で107.46まで下落し､
同水準でNYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは､1.2378でｵｰﾌﾟﾝ｡英6月製造業PMI(確定値)が50.1で発表され､市場の予想通りの結果
になったものの､ﾎﾟﾝﾄﾞ買いが優勢となった｡1.2414にある50日線を突き抜けると1.2421まで広げたが､その後収益確定とみ
られるﾎﾟﾝﾄﾞ売りが入り､反落｡結局1.24台定着できず､1.2390ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡

【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

7月1日 21:15 米 ADP雇用統計 6月 2369k 2900k
22:45 米 ﾏｰｸｲｯﾄ製造業PMI・確報 6月 49.8 49.6
23:00 米 ISM製造業景況指数 6月 52.6 49.8
23:00 米 建設支出(前月比) 5月 -2.1% 1.0%

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回
7月2日 21:30 米 非農業部門雇用者数変化 6月 3058k 2509k

21:30 米 失業率 6月 12.5% 13.3%
21:30 米 平均時給(前月比/前年比) 6月 -0.7%/5.3% -1%/6.7%
21:30 米 新規失業保険申請件数 27-Jun 1350k 1480k
21:30 米 貿易収支 5月 -$53.2b -$49.4b

６月は米雇用統計の結果を皮切りに、米国における良好な経済指標で経済回復の安心感も出たが、米中問題やアリ

ゾナ州やカリフォルニア州などをはじめとしたコロナ第二派への警戒感から一方的なリスクオンの流れとはならず、レン

ジ相場となった。ドル円はリスクオンのクロス円の買いに支えられた一方でドル売りに上値が押さえられ、主体性のな

い動きとなった。

7月初日である昨日は、リスクセンチメントはやや悪化し、クロス円の売りで反応。一時108.16円と6月9日ぶりの高値を

つけたドル円であったが前日のロンドンフィクシング前の水準まで下落し、いってこいの展開となった。海外時間では

ADP雇用統計やISM製造業景況指数が発表されたが雇用統計を前に反応は限定的となっている。

さて、本日は6月米雇用統計の発表を控えている。今週末金曜日は、米国は独立記念日での休日となるため珍しい木

曜日の発表となる。前回は非農業部門雇用者数において予想外の大幅増となった当指標であるが、米国において経

済再開は進んでおり、今月もポジティブサプライズとなる可能性は相応にあるだろう。ただし、良好な結果が出ても、足

下の第二波への懸念から、市場の支援材料にはなり難いと考えており、ドル円の上値は限定的となろう。また、ドルと

円の力関係の拮抗は続いていることもあり、108円台後半を目指しての大幅な上昇は想定し難い。リスクオンムードの

中下値を切り上げてきたクロス円もやや重たい印象があり、ドル円は上値重く推移するものと考え、108円台では一部

ドル売りを推奨したい。（大谷）

担当：大谷・逸見 TEL:03-3242-7070 FAX:03-3211-5825 LDN 00531-444-179 NY 00531-113-682
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